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国見公民館だより  
福井市鮎川町 133-1-3 TEL/FAX 88-2004   E-mail：kunimi-k＠mx1.fctv.ne.jp 

令和６年８月１６日発行 第３８号（令和６年度第６号） 

 

❖国見地区夏祭り 
恒例の国見地区夏祭が８月３日(土)夜、

国見小中学校グラウンドで開催された。全

国自治宝くじの収益を財源としたコミュニ

ティ助成事業で導入された新しいステージ

上での緑ヶ丘保育園児による踊りで開幕

し、北陸高校和太鼓部による和太鼓演奏、

野村深山さん(鮎川町)の三味線演奏が披露

された。その後行なわれた民踊大会では

「国見音頭」「いっちょらい」「新どんりん

ばやし」等の民踊をさくらの会が先陣を 

切って盛り上げ、約３５０名の地区民やゆ

かりの皆様が祭りを楽しんだ。この夏祭は地

区自治会連合会が主催し、同連合会の予算約

２０万円を主な財源として開催されたもの

で、主旨に賛同する７つの団体が模擬店を出

店し祭を盛り上げた。 

国見地区の夏祭予算は近隣の地区の予算の

１／２～１／３と少額であるが、企画や運営

にあたった実行委員の知恵とボランティ精

神、参加いただいた皆様の思いやり等で、近隣地区に負けない内容になったと評価される。実行

委員として参加された各種団体の皆様、交通整理や会場安全に協力いただいた交通安全協会、交

通指導員、防犯隊等の皆様、模擬店への景品等を提供いただいた協賛企業の皆様、楽しくご参加

いただいた皆様、ご協力ありがとうございました。 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

❖国道３０５号線 片側交互通行規制 
７月１４日(日)午後３時から、南菅生町地係(鉾島付近)のカーブにて国道３０５号線が片側交

互通行規制となっている。これは道路山側の斜面崩壊に伴う調査および応急対策工事のための措

置とのこと。規制解除の時期は今のところ未定であるが、見通しがついたら、改めて県土木事務

所から連絡があるとのこと。 

 
今後開催予定のイベント等（対象：場所） 

９月３日(火)・・・地区健診（地区民：公民館） 

９月１５日(日)・・・学校再編と未来創造第２回住民検討会（地区民：公民館） 
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❖ 福井市環境保全功労者表彰 
鮎川海縁隊を推薦 

福井市では環境保全のための活動を継

続して実施し、顕著な功績のあった個人

や団体を毎年表彰している。国見公民館

は今年の表彰対象として海岸ごみの収集

活動を実施している「鮎川海縁隊(代

表：林和真三さん)」を推薦した。海岸

漂着ごみは各自治会が行なっている奉仕

作業活動だけでは対応しきれていない現

状を打開するため、ボランティアを募集

し地元住民とともに協働した活動を恒例

化し継続することを目的に結成された

「鮎川海縁隊」の活動は、今年で４年目

になり、参加するボランティア数も約２

００名を超えるようになったことを推薦

の理由とした。表彰の可否は 10月頃決

定される予定である 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❖ 青少年環境一斉点検 

７月１４日(日)午前、国見地区青少年育成会主催の「青少年環境

一斉点検」が行なわれた。この事業は国見地区自治会連合会、国見

小・中学校、同ＰＴＡ、緑ヶ丘保育園、同保護者会、国見実年会、

国見地区防犯隊、国見地区青少年育成推進員等と連携し、各町内に

子ども達にとって危険な箇所が無いかどうかを点検するもので、各

団体の役員さんや青少年育成推進員の皆さん約３０名が５班に分か

れて町内ごとに実施した。その結果、歩道のアスファルト陥没、ガ

ードレールの劣化、標識ポールの腐食等、１７カ所の要改善箇所が

指摘された。そのうち、個人や自治会で対応するもの以外について

は、県土木事務所や市役所担当課へ改善を要望している。 

 

 

 

 

❖ 地区自治会連合会 定例区長会 
８月定例区長会＜８月５日(月)＞の主な議題

は次のとおりでした。 

(1)令和６年度地区敬老会：１０月１７日(木) 

①主催：連合会 共催：公民館 協賛：運

審、地区社協、保育園、小学校、中学校、

鮎川そば打ち同好会を予定 

②主催共催協賛の各団体役員で実行委員会を

編成、事業を運営 

②イベント：保育園、小学校、中学校、二胡

演奏、落語、そば振舞い 

③参加者名簿の整理(各自治会、地区社協に

て順次) 

(2)国見地区青少年育成会：地区子ども支援事業

(地区内広域事業) 

鮎川町(子ども神輿)が実施予定：\7,500円

支援予定 

(3)青少年環境一斉点検結果：７月１４日(日)  

指摘１７か所（県土木事務所８、市役所５、

自治会等４） 

(4)福井市環境保全功労者の推薦 

鮎川海縁隊を推薦：１０月頃結果判明 

(5)令和６年度全国自治会連合会福井県福井大会 

１１月１３日(水)午後フェニックスプラザ 

各自治会長出席予定 

(6)学校再編と未来創造検討会 

①運営ポリシーの決定 ②運営委員会(兼公

聴会)８月１２日(月)夜③運営委員会９月

８日(日)夜 第２回住民検討会９月１５日

(日)夜 ④住民検討会や運営委員会の結果

を公民館ホームページにて公開中 
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❖すこやか学級「交通安全教室」 

7月 10日(水)から 12日(金)にかけて各自治会

集落センターのシルバー喫茶ですこやか学級の出

前講座として交通安全教室を開催した。講師に福

井南警察署交通課職員迎え「高齢者の事故防止」

をテーマに、自転車に乗る場合はヘルメットを着

用すること、夜家から出る時はなるべく明るい服

装で等と参加者に注意を促した。その他交通事故

防止の言葉を連想するクロスワードクイズをおこ

ない、参加者同士助け合いながら和気あいあいと

回答をしていた。 

 

 

 
 
 

 

 

❖ 夏休みワイワイ広場 

７月２４日(水)、７月３１日(水)、８月６

日(火)に公民館教育事業夏休みワイワイ広場

が開催された。約１５名の児童の参加があ

り、７月２４日と８月６日の版画教室は講師

に小丹生町在住の“おさのなおこ”さんが工

夫を凝らして、滑り止めマットの切れ端、ボ

ール紙、紐テープ等の素材を切り絵の様にカ

ットして使う版画の作り方を教え、子どもた

ちはそれぞれに素敵な作品を作っていた。 

７月３１日はくにみクラゲ公民館に行

き、施設内を見学しながら、クイズラリー

に挑戦し参加賞を受け取る子や、工作スペ

ースで塗り絵や、折り紙、ブロック遊び等

思い思いの時間を過ごしていた。 

❖ 学校再編と未来創造住民検討会 

(第２回住民意見交換会)予告 
９月１５日(日)午後６時３０分から第２回「学

校再編と未来創造住民検討会」を開催します。幅

広い世代の地区民により小中学校の統廃合と地区

の将来像について、意見交換をするもので、６月

の第１回住民検討会に引き続いての開催です。今

回はワールドカフェと言われる少人数で意見を出

し合う形式を取り入れて、誰もが気軽に意見交換

できるよう企画しています。今回も子ども連れの

ご両親が参加しやすいように、キッズルームを設

置し、１００円で軽食(カレーライス)を提供(事

前申込が必要)します。詳しくは公民館までお問

合せください。 

 

 

 

❖国見町への訪問者 
今年 5 月、国見地区出身の子孫である

方が、突然先祖の住居跡の場所を教えて

欲しいと公民館に訪ねて来た。 

その方は、国見村国見（現在の国見元村 

昭和 30年頃廃村）に居住されていた中村

家 5世子孫の二宮美香さん（北海道在住）

で、明治 30年に北海道へ開拓民として入

植されたと覚書を持参した。辻岡自治会

長のご厚意で国見岳付近を案内してその

日は北海道に帰ったが、その後多くの方々に

協力を得て、住居跡を特定することができた。

その旨を二宮さんに連絡したところ再度国見

町に来訪し、先祖の土地へ行くことが出来た。

その場所の特定には、福井市郷土歴史博物館

の印牧学芸員に古地図を見つけていただき、

現地の案内は国見町の小林恵子さんがしてく

れた。127年前の住居跡に茶碗のかけら等が残

されており、子孫の二宮さんは見つけていた

だいたと感謝の言葉を述べられていた。 
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❖ 不死鳥のねがい(福井市市民憲章)

推進協議会 総会 
６月２５日(火)午後、木ごころホール(美山町)にて

「不死鳥のねがい(福井市市民憲章)推進協議会」の総

会が開催され、国見地区からは国見支部長の松井公民

館長が出席した。総会の前に、優良実践者等の表彰が

あり西行市長からそれぞれの受賞者に賞状が手渡され

た。本年度は１１月３０日(土)に市民憲章制定６０周

年記念事業が行なわれるとのことであった。 

この推進協議会は①親切奉仕②健康増進③郷土美化

④安全安心⑤文化教養の５つ部門でふるさとを愛する

運動を実践推進するために、花壇コンクールや優良実践

者表彰等の事業を行なっている。国見支部でも本部から

の実践活動費と国見地区自治会連合会からの市民協力

金を財源に高齢者を対象とした「すこやか学級」や小学

生を対象とした「ふるさと宝さがし」等の各種事業を行

なっている。 

 

 

❖ 福井市民スポーツ大会 

ソフトバレー優勝 
７月１４日(日)、福井市北体育館で、福井市

民スポーツ大会のソフトバレー種目(一般の部)

が開催され、２部地区に出場した国見チーム

(増村諭(大丹生町)さん、田邉大誠(同)さん、

増村佳芳里(同)さん、出見裕美(鮎川町)さん)

が見事に、優勝いたしました。おめでとうござ

いました。 

福井市民スポーツ大会には、優勝した種目以

外にもソフトバレボール(シルバーの部)が参加

したが、残念ながら 1回戦で敗退しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

❖遠泳大会(国見中学校) 
７月２０日(土)午前、恒例の国見中学校の

遠泳大会が鮎川海水浴場にて開催された。今

年は、天候には恵まれたものの、沖合の波浪

が高かったため予定を変更し海水浴場内を岸

に並行して泳ぐコースにて実施された。１３

名の生徒に加えて教員や家族等、総勢約２０名がそれぞれのペースでコースを往復し、指定された時間内

に全員が無事泳ぎ切った。正玄校長先生は「この大会は国見中だからこそ出来る伝統行事で、地区の皆さ

んの協力のもと開催している。日ごろからお世話になっている地域に感謝しながら泳いでください」と生

徒を激励していた。大会前には、中学生は地元に貢献したいと、沿岸警備協力隊や地元の皆さんとともに

鮎川海水浴場の清掃活動も行なった。 
 

 

 
 
 

 

 


